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寸法 開口部補強 繊維方向 形状 柱:b×D 梁:b×D

W-C01 全面補強 直交型

W-Cs01 全面補強 斜交型

W-C03 両脇開口 直交型

W-Cs02 全面補強 斜交型

試験体名

パネル形状

t:30(mm)

W:214(mm)

H:830(mm)

RC柱梁骨組

フレーム

260×260 180×260

木質系面材によるＲＣ骨組の耐震補強工法に関する実験的研究 

その 3 ＣＬＴ耐震補強実験 
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1 はじめに 

その 1、その 2では LVL を用いた開口部を有する耐震壁

の性能を検証する実験について報告した。本報では、LVL

試験体と同様の RC フレーム内に、小割した CLT(Cross 

Laminated Timber)パネルを挿入した際における、耐震壁と

しての性能を構造実験により検証した。 

 

2  試験体概要 

 表 2.1に試験体概要一覧を、図 2.1から図 2.5に試験体

概要図を示す。RC フレームは、その 1・2 における LVL

補強実験同様の RC 柱梁骨組であり、加力方法も同様であ

る。試験体は全 4体とし、①開口の有無、②パネル配向、

③フレームとパネルの接合方法の 3つをパラメータとした。 

 

表 2.1  試験体概要一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4 

図 2.1  柱梁断面図概要            

試験体 W-C01は、CLTパネル表層の繊維平行方向をRC

フレームの梁と垂直に交わるように、フレームとパネル

を接着接合したパネル直交型試験体である。 

 試験体 W-Cs01は、CLT パネル表層の繊維平行方向を試

験体 W-C01から 30°傾け、フレームとパネルを接着接合

したパネル斜交型の試験体である。 

 試験体 W-C03 は、RC フレームの両脇が開口部となる

ようにパネルを配置し、RC フレームとパネルを接着接合

した方立壁型の試験体である。なお CLT パネル表層の繊

維平行方向は、試験体 W-C01と同じ直交型とした。 

 試験体 W-Cs02は、T 型鋼と RC フレームを接着接合し

たうえで、鋼材と CLT パネルを摩擦接合した試験体であ

る。なお、CLT パネル表層の繊維平行方向は、試験体 W-

C01と同じ斜交型とした。なお、CLT パネルは全て 3 層 3

プライのものを 2 枚重ねて使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験体 W-C01          図 2.3  試験体 W-Cs01 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試験体 W-C03          図 2.5  試験体 W-Cs02 

  

CLT LVL 耐震補強工法 

接着工法 RC架講 耐震壁 
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3 実験結果 

各試験体における荷重-変形関係を図 3.1 から図 3.4 に、

その 1・2 で述べられた無補強型である F-00フレーム試験

体との最大耐力の比較を表 3.1 に示す。 

試験体 W-C01 は、層間変形角 R=2.0(×10-3rad)にて柱脚

部に曲げひび割れが発生、その後 R=4.0(×10-3rad)にてパネ

ルとコンクリートとの接着部分で剥離が生じた。最終的

に負側の R=15(×10-3rad)で柱のせん断破壊による急激な耐

力低下が生じた。 

 試験体 W-Cs01は、層間変形角 R=1.0(×10-3rad)にて右柱

脚部に曲げひび割れが発生、その後 R=3.0(×10-3rad)にて接

着部分に沿ったコンクリートのひび割れが生じた。最終

的に負側の R=15(×10-3rad)で CLT パネルの圧壊および柱

のせん断破壊による急激な耐力低下が生じた。 

 試験体 W-C03 は、層間変形角 R=1.0(×10-3rad)にて両柱

脚部に曲げひび割れが発生。その後、R=2.0(×10-3rad)にて

接着部分に沿ったコンクリートのひび割れが生じた。最

終的に正側の R=10(×10-3rad)で柱のせん断破壊による急激

な耐力低下が生じた。 

 試験体 W-Cs02は、層間変形角 R=2.0(×10-3rad)にて柱脚

部に曲げひび割れが発生。その後、R=4.0(×10-3rad)にてパ

ネルとコンクリートとの接着部分で剥離が生じた。最終

的に最大耐力以降、CLTパネルの圧壊および柱のせん断破

壊が進展し、徐々に耐力低下していった。 

 

表 3.1  試験結果比較一覧 

 

 

 

図 3.1  荷重-変形関係(W-C01) 

 

図 3.2  荷重-変形関係(W-Cs01) 

 

図 3.3  荷重-変形関係(W-C03) 

 

図 3.4  荷重-変形関係(W-Cs02) 

 

4  まとめ 

本報では RCフレーム内に CLT を用いた耐震補強実験を

行い、以下の事が明らかになった。 

1）CLT 繊維方向を 30°斜交した斜交型は、直交型と比較 

して最大耐力および剛性が高い結果であった。 

2）パネルとフレームの間に T 型鋼を用いた試験体は、直 

接接着接合した試験体と比較して、最大耐力および剛

性が高い結果であった。 

3）パネルの補強方法に関わらず、試験体の最終崩壊形は、 

すべて RCフレーム柱のせん断破壊であった。 
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W-C01 520 1.56 -524 1.59

W-Cs01 628 1.88 -582 1.76

W-C03 415 1.24 -393 1.19

W-Cs02 662 1.98 -597 1.81

F-00(無補強) 334334334334 -330-330-330-330

試験体名

正側最大耐力

(kN)

負側最大耐力

(kN)

耐力比

(補強/無補強)

耐力比

(補強/無補強)
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